
 

角田市監査委員告示第８号 

 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき監査を実施したので、同条第９項の規

定により、その結果を次のとおり公表する。 

 

   平成２６年１２月２６日 

 

 角田市監査委員 喜 多 正 行 

 角田市監査委員 柄 目 孝 治 

 

記 

 

１．監査の種類 

定期監査 （地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく同条第１項の規定によ

る「財務に関する事務の執行」及び「経営に係る事業の管理」の監査） 

 

２．監査の対象 

総 務 部：総務課、秘書広報室、防災安全課、放射線対策室、政策企画課、 

財政課、税務課 

市民福祉部：市民課、生活環境課、保険年金課、健康推進課、社会福祉課（総合保 

健福祉センター、地域包括支援センター）、子育て支援課 

産業建設部：農政課、商工観光課、道の駅整備室、土木課、建築住宅課、 

下水道課 

水道事業所 

 

３．監査の期間 

  平成２６年１０月２２日（水）から同年１１月２８日（金）まで 

 

４．監査の範囲 

  平成２６年９月末日現在の平成２６年度予算の経理業務、契約・検収業務、工事

の計画・実施業務、物品・財産の管理業務及び平成２５年度補助金等交付分。また、

平成２５年度予算の執行及び財務事務処理等であっても監査を必要としたもの。 

 

５．監査の方法 

  事前調査のために予め提出を求めた資料及び監査当日提示された関係書類、帳簿、

証拠書類を「予算執行の適正性」「契約締結の公正性」「工事計画・実施の合理性」

及び「物品・財産管理の適正性」に主眼を置いて試査・照合し、処理の適法性・公

正性及び効率性等を検討するとともに、関係職員から説明を聴取する等の方法によ

り実施した。 

 

 

 



 

６．監査の結果 

  「予算執行の適正性」「契約締結の公正性」「工事計画・実施の合理性」及び「物

品・財産管理の適正性」については、概ね適正に確保されていると認めた。 

  例年数多くの誤りが散見される随意契約に係る事務処理については、若干改善の

兆しが見られるものの、依然として地方自治法施行令又は契約規則の選択号数の誤

謬、選択理由の欠如等が見受けられた。 

  起案書においても、数が減少してはいるものの、決裁日、完結日の記載の欠如や

鉛筆での記入が見受けられたほか、決裁権者が誤っている起案や執行伺が該当する

事案でも依然として従前の起案書による起案を行っていた事例も散見されたので、

適正に対処されるよう指導･監督の徹底を市長へ要望した。 

  また、一部補助金の交付決定指令書の条件において、補助金額の変更等について

誤解を招く表現で記載されていたものが見受けられたほか、事務処理手続きが従前

の規定にそぐわない補助金も見受けられたので、表記や事務処理手続きの見直し及

び規則、要綱の一部改正など、必要な措置を講ずるよう市長へ要望した。 

  なお、監査の過程で見受けられた留意を要する事項等については、その都度関係

者に改善・検討を要望したので、記述を省略する。 

 


